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第１表 事業報告書 

 

令和７年度公益財団法人広島観光コンベンションビューロー事業報告書 

（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで) 

 

 

１ 設立目的及び概況 

⑴ 設立目的 

国内外からのコンベンション（各種会議・大会、展示会・見本市等をいう。）の誘

致及び開催支援、観光客の誘致並びに観光資源の整備・開発等を行うことにより、広

島県におけるコンベンション並びに広島市及びその周辺地域における観光の振興を図

り、もって地域経済の活性化並びに国際相互理解の増進及び文化の向上に寄与するこ

とを目的とする。 

 

⑵ 概況 

ア 設立年月日 

平成７年１２月１日 

（平成２３年９月１日 公益財団法人へ移行） 

 

イ 基本財産 

９億７，７８０万円 

 

ウ 実施事業 

(ｱ) コンベンションの誘致、開催及びそのための支援 

(ｲ) コンベンションシティ広島、県内コンベンション施設等の広報及び宣伝 

(ｳ) コンベンション・観光の企画、調査及び開発 

(ｴ) コンベンション・観光関連情報の収集及び提供 

(ｵ) 観光資源の整備・開発及び観光関係行事の実施 

(ｶ) 観光客の受入態勢の整備 

(ｷ) 観光宣伝・誘致活動の推進 

(ｸ) 広島市観光施設等の受託運営及び附帯事業の運営 

(ｹ) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

２ 役員等の状況 

⑴ 役員等の人数（令和８年３月３１日現在） 

理 事 長 １人    

副理事長 ３人    

専務理事 １人    

常務理事 ２人    

理    事 ２８人    

監    事 ２人    

評 議 員 ２９人    
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⑵ 理事・監事 

  ア 事業年度中の理事・監事の異動は、次のとおりである。 

異 動 年 月 日 役 職 氏 名 異動事項 

令和 ７年 ４月 １日 理  事 西 本 和 弘 就  任 

令和 ７年 ４月 １日 理  事 石 井 源 太 就  任 

令和 ７年 ４月 １日 理  事 田 所 一 三 就  任 

令和 ７年 ４月 １日 理  事 澄 川   宏 就  任 

令和 ７年 ４月 １日 理  事 蓑 﨑 功 一 就  任 

令和 ７年 ４月 １日 理  事 阪 口 智 弘 就  任 

令和 ７年 ４月 １日 理  事 金 尾 雅 彦 就  任 

令和 ７年 ４月２３日 理  事 前 田 正 久 就  任 

令和 ７年 ５月２４日 理  事 弓 場   丞 就  任 

令和 ７年 ６月１３日 理  事 倉 田 泰 行 就  任 

令和 ７年 ６月２７日 理  事 池 田 慶 介 就  任 

令和 ７年 ６月２７日 監  事 新 井 幸 司 就  任 

令和 ７年 ８月２６日 理  事 大 空 清 二 就  任 

令和 ７年１０月 １日 理  事 吉 津   直 就  任 

令和 ７年１１月 ５日 理  事 松 藤 研 介 就  任 

令和 ８年 １月 ６日 理  事 八 尾 利 昌 就  任 

令和 ８年 ２月 １日 監  事 植 田 紘 吉 就  任 

令和 ７年 ４月２２日 理  事 小 谷 泰 造 辞  任 

令和 ７年 ５月２３日 理  事 仁 田 一 郎 辞  任 

令和 ７年 ６月１３日 理  事 小 櫻   顕 辞  任 

令和 ７年 ６月２６日 理  事 西 本 かおり 辞  任 

令和 ７年 ６月２６日 監  事 吉 岡 敬 司 辞  任 

令和 ７年 ８月２５日 理  事 兼 重 慎一郎 辞  任 

令和 ７年 ９月３０日 理  事 田 中 啓 勝 辞  任 

令和 ７年１１月 ８日 理  事 池 田 晃 治 辞  任 

令和 ８年 １月 ５日 理  事 小 坂 正 宏 辞  任 

令和 ８年 １月３１日 監  事 松 本 智 寛 辞  任 

令和 ８年 ３月３１日 理  事 西 本 和 弘 辞  任 

令和 ８年 ３月３１日 理  事 田 所 一 三 辞  任 

令和 ８年 ３月３１日 理  事 北 山 貴 宏 辞  任 
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イ 令和８年３月３１日現在の理事・監事は次のとおりである。 

役 職 氏 名 就 任 年 月 日 

理 事 長 松  藤   研  介 令和 ７年１１月 ５日 

副 理 事 長 仮  井   康  裕 令和 ６年 ６月２７日 

副 理 事 長 弓  場      丞 令和 ７年 ５月２４日 

副 理 事 長 加  藤   和  行 令和 ２年 ７月３０日 

専 務 理 事 市  岡   泰  三 令和 ６年 ４月 １日 

常 務 理 事 西  本   和  弘 令和 ７年 ４月 １日 

常 務 理 事 石  井   源  太 令和 ７年 ４月 １日 

理 事 田  所   一  三 令和 ７年 ４月 １日 

理 事 澄  川      宏 令和 ７年 ４月 １日 

理 事 奥  野   泰  識 令和 ５年 ４月 １日 

理 事 蓑  﨑   功  一 令和 ７年 ４月 １日 

理 事 八  尾   利  昌 令和 ８年 １月 ６日 

理 事 今  井   誠  則 平成２３年 ９月 １日 

理 事 原  田   秀  二 平成２３年 ９月 １日 

理 事 吉  津      直 令和 ７年１０月 １日 

理 事 金  井   正  樹 平成２８年１０月 ４日 

理 事 野  住   伸  貴 平成２３年 ９月 １日 

理 事 香  川   基  吉 平成２３年 ９月 １日 

理 事 沖  田   和  也 平成２７年１０月２３日 

理 事 手  島   忠  幸 令和 ６年 ６月２７日 

理 事 及  川      享 令和 ５年 ８月２５日 

理 事 大  空   清  二 令和 ７年 ８月２６日 

理 事 北  山   貴  宏 令和 ６年 ４月 １日 

理 事 阪  口   智  弘 令和 ７年 ４月 １日 

理 事 金  尾   雅  彦 令和 ７年 ４月 １日 

理 事 倉  田   泰  行 令和 ７年 ６月１３日 

理 事 池  田   慶  介 令和 ７年 ６月２７日 

理 事 岡  本   行  路 令和 ６年 ７月 １日 

理 事 藤  原      聡 令和 ６年 １月２９日 

理 事 古  田   裕  三 平成２３年 ９月 １日 

理 事 橘      哲  生 令和 ７年 １月 ８日 

理 事 国  邑   洋  介 令和 ４年 ４月 １日 

理 事 前  田   正  久 令和 ７年 ４月２３日 
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役 職 氏 名 就 任 年 月 日 

理 事 石  原   直  樹 令和 ４年 ４月 １日 

理 事 中  島   和  雄 平成２３年 ９月 １日 

監 事 新  井   幸  司 令和 ７年 ６月２７日 

監 事 植  田   紘  吉 令和 ８年 ２月 １日 

 

⑶ 評議員 

ア 事業年度中の評議員の異動は、次のとおりである。 

異 動 年 月 日 役 職 氏 名
 

異動事項 

令和 ７年 ４月 １日 評 議 員 前 田 香 織 就  任 

令和 ７年 ４月 １日 評 議 員 安 武 茂 雄 就  任 

令和 ７年 ６月２７日 評 議 員 飯 田 稔 督 就  任 

令和 ７年 ６月２７日 評 議 員 福 谷 伸 爾 就  任 

令和 ７年 ６月２７日 評 議 員 東   光 晴 就  任 

令和 ７年１１月１４日 評 議 員 西 本 尚 士 就  任 

令和 ８年 １月 ６日 評 議 員 山 下 竜 一 就  任 

令和 ８年 ２月 １日 評 議 員 西 尾 一 輝 就  任 

令和 ８年 ２月 １日 評 議 員 二 宮   久 就  任 

令和 ７年 ６月２６日 評 議 員 広 岡 研 二 辞  任 

令和 ７年 ６月２６日 評 議 員 皆 本 恭 介 辞  任 

令和 ７年 ６月２６日 評 議 員 宮 迫 宏 和 辞  任 

令和 ７年１１月１３日 評 議 員 植 野 実智成 辞  任 

令和 ７年１２月３１日 評 議 員 林   秀 樹 辞  任 

令和 ８年 １月３１日 評 議 員 濱 口   剛 辞  任 

令和 ８年 １月３１日 評 議 員 谷 本 康 成 辞  任 

令和 ８年 ３月３１日 評 議 員 秋 田 耕 志 辞  任 

令和 ８年 ３月３１日 評 議 員 安 武 茂 雄 辞  任 

令和 ８年 ３月３１日 評 議 員 柴 田 公 房 辞  任 

 

イ 令和８年３月３１日現在の評議員は次のとおりである。 

役 職 氏 名 就 任 年 月 日 

評 議 員 

（評議員会会長） 
前  田   香  織 令和 ７年 ４月 １日 

評 議 員 越  智   光  夫 平成２７年 ６月 １日 

評 議 員 梅  田   泰  生 令和 ５年 ４月 １日 

評 議 員 秋  田   耕  志 令和 ５年 ４月 １日 
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役 職 氏 名 就 任 年 月 日 

評 議 員 西  本   尚  士 令和 ７年１１月１４日 

評 議 員 長 谷 川   信  男 令和 ３年 ６月１６日 

評 議 員 岡  村      清 令和 ３年 ８月１７日 

評 議 員 山  下   竜  一 令和 ８年 １月 ６日 

評 議 員 西  尾   一  輝 令和 ８年 ２月 １日 

評 議 員 安  武   茂  雄 令和 ７年 ４月 １日 

評 議 員 島  田   正  義 令和 ３年 ８月１７日 

評 議 員 室      敏  幸 令和 ５年 ８月２５日 

評 議 員 平  瀬   春  男 平成３０年 ５月１８日 

評 議 員 柴  田   公  房 令和 ５年 ８月２５日 

評 議 員 伊  川   鉄  也 令和 ３年１０月１１日 

評 議 員 千  玉   敏  之 平成２９年１１月１４日 

評 議 員 蔵  田   秀  和 令和 ５年 ６月１５日 

評 議 員 赤  木   康  秀 令和 元年 ７月２９日 

評 議 員 飯  田   稔  督 令和 ７年 ６月２７日 

評 議 員 林      太  郎 令和 ６年 ５月１３日 

評 議 員 藤  森   康  江 令和 ６年 ５月１３日 

評 議 員 平  野   公  穏 令和 ７年 ２月 １日 

評 議 員 廣  江   裕  治 令和 ４年 ４月 １日 

評 議 員 福  谷   伸  爾 令和 ７年 ６月２７日 

評 議 員 二  宮      久 令和 ８年 ２月 １日 

評 議 員 東      光  晴 令和 ７年 ６月２７日 

評 議 員 沖  田   康  孝 令和 ４年 ７月 １日 

評 議 員 井  出   達  也 令和 ６年 ４月 １日 

評 議 員 大  谷   博  国 平成２４年 ３月２２日 
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３ 理事会及び評議員会の開催 

⑴ 理事会 

開 催 日 等 議 決 事 項 等 

令和 ７年 ４月 １日
(決議の省略の方法) 

１ 評議員会への議案の提出 
２ 専務理事及び常務理事の選定 

３ 常勤役員の報酬月額の決定 

令和 ７年 ４月２３日
(決議の省略の方法) 

１ 評議員会への議案の提出 

令和 ７年 ５月２４日
(決議の省略の方法) 

１ 評議員会への議案の提出 

２ 副理事長の選定 

令和 ７年 ５月２７日 

(第１回理事会) 

１ 令和６年度事業報告 
２ 令和６年度決算 
３ 評議員会の招集 

４ 理事長、専務理事及び常務理事の自己の職務の執
行状況の報告（令和７年３月～４月） 

５ 職員の職務に係る倫理の保持に関する状況等の報
告 

令和 ７年 ６月１３日 
（決議の省略の方法） 

１ 理事長、副理事長、専務理事及び常務理事の選定 

２ 会長及び顧問の委嘱の同意 

令和 ７年 ６月２６日 
（決議の省略の方法） 

１ 顧問の委嘱の同意 

令和 ７年 ６月２７日
(決議の省略の方法) 

１ 評議員会への議案の提出 

令和 ７年 ７月３１日 
（決議の省略の方法） 

１ 収支予算の補正 

２ 評議員会への議案の提出 

令和 ７年 ８月２６日

(決議の省略の方法) 
１ 評議員会への議案の提出 

令和 ７年１０月 １日
(決議の省略の方法) 

１ 評議員会への議案の提出 

令和 ７年１１月 ５日
(決議の省略の方法) 

１ 評議員会への議案の提出 

２ 顧問の委嘱の同意 

令和 ７年１１月 ７日 
（決議の省略の方法） 

１ 理事長の選定 

令和 ７年１１月１４日 
（決議の省略の方法） 

１ 収支予算の補正 

２ 評議員会への議案の提出 

令和 ７年１１月２９日 
（決議の省略の方法） 

１ 顧問の委嘱の同意 

令和 ７年１２月１２日 

（決議の省略の方法） 

１ 収支予算の補正 

２ 評議員会への議案の提出 

令和 ８年 １月 ６日 
（決議の省略の方法） 

１ 評議員会への議案の提出 

２ 評議員会の招集 

令和 ８年 ２月 １日 
（決議の省略の方法） 

１ 評議員会への議案の提出 

令和 ８年 ３月２７日 
(第２回理事会) 

１ 令和８年度事業計画 
２ 令和８年度収支予算 
３ 理事長、専務理事及び常務理事の自己の職務の執

行状況の報告（令和７年５月～令和８年２月） 
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⑵ 評議員会 

開 催 日 等 議 決 事 項 

令和 ７年 ４月 １日 

(決議の省略の方法) 

１ 評議員の選任 

２ 理事の選任 

３ 役員等の報酬等に関する規程の改正 

令和 ７年 ４月２３日 

(決議の省略の方法) 
１ 理事の選任 

令和 ７年 ５月２４日 

(決議の省略の方法) 
１ 理事の選任 

令和 ７年 ６月１３日 

(第１回評議員会) 

１ 令和６年度事業報告 

２ 令和６年度決算 

３ 理事の選任 

令和 ７年 ６月２７日 

(決議の省略の方法) 

１ 評議員の選任 

２ 理事の選任 

３ 監事の選任 

令和 ７年 ８月２２日 

(決議の省略の方法) 
１ 収支予算の補正 

令和 ７年 ８月２６日 

(決議の省略の方法) 
１ 理事の選任 

令和 ７年１０月 １日 

(決議の省略の方法) 
１ 理事の選任 

令和 ７年１１月 ５日 

(決議の省略の方法) 
１ 理事の選任 

令和 ７年１１月１４日 

(決議の省略の方法) 

１ 収支予算の補正 

２ 評議員の選任 

令和 ７年１２月１２日 

(決議の省略の方法) 
１ 収支予算の補正 

令和 ８年 １月 ６日 

(決議の省略の方法) 

１ 評議員の選任 

２ 理事の選任 

令和 ８年 ２月 １日 

(決議の省略の方法) 

１ 評議員の選任 

２ 監事の選任 

令和 ８年 ３月２７日 

(第２回評議員会) 

１ 令和８年度事業計画 

２ 令和８年度収支予算 
 
４ 職員の状況 

令和８年３月３１日現在の職員の状況は、次のとおりである。   （人） 

区分 部長 
課長 

主幹 

主任 

主査 
主事 嘱託 合計 

企 画 総 務 部  (１)※ ３ １ １ １ ６ 

Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ 推 進 部 １ ４ １ ４ １ １１ 

魅 力 創 造 部 ３ ４ ２ ８ １ １８ 

合 計 ４ １１ ４ １３ ３ ３５ 

※ 企画総務部長は常務理事の事務取扱 
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５ 事業の実施状況 

広島観光コンベンションビューローは、グローバルＭＩＣＥ都市にふさわしいＭＩＣ

Ｅの振興及びインバウンドをはじめとする観光の振興に係る施策をより積極的かつ機動

的に推進している。 

昨年の年間訪日外客数は４，２００万人を超え、訪日外国人の旅行消費額も９兆円を

上回り、いずれも過去最高を更新するなど、日本の観光産業は、新型コロナ禍を乗り越

え、「回復」から「成長」に移行している。 

昨年は、「日本国際博覧会（大阪・関西万博）」が開催されるとともに、広島におい

ても、被爆８０年の節目の年であり、広島駅ビル「ミナモア」の開業や、路面電車が駅

ビル２階に乗り入れるなど、広島駅南口広場の再整備等が着実にすすみ、利便性が一段

と向上した広島の陸の玄関口に、多くの来広客をお迎えしている。 

こうした中、令和７年度においては、ＭＩＣＥや国内外の観光の需要に迅速かつ的確

に対応するとともに、来広された方々の満足度を高め、関係人口・交流人口を増やし、

当ビューローが持つ強みや独自性を活かしながら、様々な分野で多彩な事業を積極的に

展開した。 
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・ 国際会議協会（ＩＣＣＡ） 

国際会議やイベントを主催する約１００か国以上、１，０００以上の団体が加盟する国際的な産業

団体で、国際会議等の促進を図るため、国際会議の開催状況を収集・発信している。 

・ 一般社団法人日本コングレス・コンベンション・ビューロー（ＪＣＣＢ） 

日本のコンベンションを振興させることを目的に、全国各地の自治体、コンベションビューロー、

会議施設、宿泊施設、旅行会社などの団体・企業が一体となって、会員相互間の連携や国際会議の誘

致促進など各種事業を実施している。 

・ 独立行政法人国際観光振興機構（ＪＮＴＯ） 

訪日外国人旅行者の誘致に取り組んできた日本の公的な専門機関で、日本への外国人の訪日旅行の

プロモーション等や、国際コンベンションの開催地としての日本の魅力を海外で宣伝し、誘致及び主

催者への会議開催を支援している。 

【公益目的事業】 

 

Ⅰ ＭＩＣＥ振興事業（公益目的事業１） 

  

１ 情報収集事業 

  

⑴ ＭＩＣＥ関連機関からの情報収集 

国際会議協会（ＩＣＣＡ）、一般社団法人日本コングレス・コンベンション・ビ

ューロー（以下「ＪＣＣＢ」という。）及び独立行政法人国際観光振興機構（以下

「ＪＮＴＯ」という。）等の情報を活用し、国際会議はもとよりインセンティブ旅

行を含むＭＩＣＥの誘致活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 顧客管理システムの運用 

コンベンション調査やＭＩＣＥ関連機関等から収集した学会等の情報を蓄積す

る顧客管理システムを運用し、効率的に誘致・支援活動を行った。 

 

 

２ ＭＩＣＥの誘致・支援事業 

 

ＭＩＣＥ主催者に対して広島のＰＲや各種の誘致・支援を行い、広島でのＭＩＣ

Ｅ開催を促進した。 
 

○令和７年度ＭＩＣＥ開催状況 

区分 目標（事業計画） 実績 達成率 

ＭＩＣＥ開催件数 ３５０件 ４３０件 １２２．９％ 

延 べ 参 加 者 数 ２８０，０００人 ２３４，３３１人 ８３．７％ 
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⑴ 誘致活動の実施 

 

ア グローバルＭＩＣＥ強化事業 

(ｱ) 会議等誘致活動助成 

海外で国際会議の主催者が行うロビー活動などの経費を助成することによ

り、広島への誘致活動を促進した。 

・助成件数 １件 

 

(ｲ) 誘致ツールの作成 

会議開催の誘致・支援活動を充実させるため、ＭＩＣＥ施設 

の詳しい情報やユニークベニュー等を紹介したＭＩＣＥプラン 

ナーズガイドについて、掲載情報の拡充を図るとともに、海外 

の主催者にとって、より理解しやすい英語表記等の改訂を行った。 

・作成部数 ３００部 

 

(ｳ) 国際会議誘致・開催支援説明会の開催 

広島大学、広島市等の協力を得て将来国際会議を主催する可能性のある研究

者等を対象に、国際会議誘致・開催支援説明会を開催した。 

（第１回） 

・開催日 令和７年７月７日（月） 

・場 所 広島大学東広島キャンパス（東広島市） 

・主 催 広島大学 

・内 容 国際会議の開催意義等についての講演 

広島大学及び広島観光コンベンションビューローの支援説明 

（第２回） 

・開催日 令和７年１０月２７日（月） 

・場 所 広島大学霞キャンパス（広島市南区） 

・主 催 広島観光コンベンションビューロー 

・内 容 国際会議の開催意義等についての講演 

広島観光コンベンションビューローの支援説明 

 

イ 個別誘致活動の実施 

広島のほか、東京・大阪・福岡等の国内主要都市において、学会本部、会 

 議運営会社、大学の研究者等への個別誘致活動を行った。 

 

ウ 海外ＭＩＣＥ専門見本市における誘致活動 

(ｱ) 「ＩＭＥＸ America ２０２５」への出展 

・開催期間 令和７年１０月７日(火)～９日(木) 

・場 所 ラスベガス（アメリカ合衆国） 

・参加者数 招待バイヤー 約４，７００人 

・出展団体数 約３，７００団体 

・来場者数 約１８，０００人 

・商談件数 ３５件 

（国際会議５件、インセンティブ旅行２４件、その他６件） 

 

ＩＭＥＸ America ２０２５の様子 
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(ｲ) 「ＩＢＴＭ World ２０２５」への出展 

・開催期間 令和７年１１月１８日（火）～２０日（木） 

・場 所 バルセロナ（スペイン） 

・参加者数 招待バイヤー 約２，４００人 

・出展団体数 約２，５００団体 

・来場者数 約１２，０００人 

・商談件数 ４１件 

（国際会議８件、インセンティブ旅行２３件、その他１０件） 
 

エ 海外インセンティブ旅行誘致活動 

(ｱ) 「インセンティブ旅行商談会（台湾）」への出展及び個別誘致活動 

・開 催 日 令和７年９月１８日（木） 

（個別誘致活動 ９月１６日（火）、１７日（水）、１９日

（金）） 

・場 所 台北（台湾） 

・参加者数 バイヤー ４４社、出展者 ２４団体 

・商談件数 商談会 １８件、個別誘致活動 ７件 
 

(ｲ) 「インセンティブ旅行商談会（マレーシア）」への出展及び個別誘致活動 

・開 催 日 令和７年１１月１１日（火） 

（個別誘致活動 １１月１２日（水）、 

１３日（木）） 

・場 所 クアラルンプール（マレーシア） 

・参加者数 バイヤー ２５社、出展者 ２０団体 

・商談件数 商談会 １２件、個別誘致活動 １０件 
 
 

オ 国際ＭＩＣＥエキスポ（ＩＭＥ２０２６）への出展 

国内最大規模のＭＩＣＥ分野の商談会である国際ＭＩＣＥエキスポに出展し、

ＭＩＣＥ開催の決定権を有するキーパーソンなどに対して、広島での開催を働

きかけた。 

・開 催 日 令和８年２月１２日(木) 

・場 所 東京国際フォーラム(東京都) 

・参加者数 バイヤー ４６３人 

出展者 ８４団体 

・商談件数 ２３件 

（国際会議８件、国内会議４件、インセンティブ旅行６件、その他 

５件） 

 

カ キーパーソンの視察受入 

ＭＩＣＥ開催の意向を有するキーパーソン等の視察受入を行い、ＭＩＣＥ施設、

観光資源、受入態勢等、広島の魅力を紹介・案内することにより、広島での開催

を働きかけた。 

・視察受入件数 ６件（広島開催決定１件、商談中３件） 
 
 
 

インセンティブ旅行商談会 

（マレーシア）の様子 



12 

 

キ 広島産学公連携ＭＩＣＥ推進協議会の運営 

(ｱ) 広島産学公連携ＭＩＣＥ推進協議会 

・開催回数 ２回 

（うち１回は、「外国人視点で捉える 国際会議を誘致・開催するポイント」を

テーマとした講演を併せて実施した。） 
 
(ｲ) 同協議会 インセンティブ部会 

・開催回数 ２回 
 
ク 中国・四国地区コンベンション推進協議会への参画 

中国・四国地区のコンベンション推進機関１５団体で構成する中国・四国地区

コンベンション推進協議会において、コンベンションに関する情報の収集・交換

を行った。 

また、同協議会が主催するコンベンション誘致懇談会に出展し、ＭＩＣＥ主催

者等に宣伝・誘致活動を行った。 

(ｱ) 総会への参加 

・開 催 日 令和７年７月３日（木） 

・場   所 あわぎんホール（徳島市） 

・協 議 事 項 令和６年度事業報告・決算及び令和７年度事業計画・予算等

について 

・参加団体数 １１団体 

 

(ｲ) コンベンション誘致懇談会への出展 

・開 催 日 令和７年１２月１６日（火） 

・会 場 東京都立産業貿易センター浜松町館（東京都） 

・参加者数 出展者 １２団体 

バイヤー ５５人 

・商談件数 １８件 

（国際・国内会議１４件、 

インセンティブ旅行２件、その他２件） 

 

⑵ 支援活動の実施 

 

ア コンベンション誘致助成事業 

コンベンション主催者に対し、開催経費の一部を助成することにより、広島での

開催を促進した。 

・助成件数 １４件 

 

イ コンベンション開催準備資金貸付事業 

コンベンション主催者に対し、開催に必要な準備資金の貸付を行うことにより 

広島での開催を促進した。 

・国際会議 １件 

 

コンベンション誘致懇談会の様子 
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ウ 大規模会議等への支援 

大規模会議等に対して、伝統芸能等の提供、シャトルバス等の運行助成、エクス

カーション助成、託児サービス助成、広島観光親善大使や外国語ボランティアガイ

ドの派遣、歓迎用看板等の掲出及び観光パンフレット等の提供等を行い、開催支援

を行った。 

(ｱ) レセプション等における伝統芸能等の提供 １１件 

(ｲ) シャトルバス等の運行助成         ７件 

(ｳ) エクスカーション助成           ３件 

(ｴ) 託児サービス助成             ９件 

(ｵ) 広島観光親善大使の派遣          ３件 

(ｶ) 外国語ボランティアガイドの派遣      １件 

(ｷ) 歓迎用看板等の掲出           １０件 

(ｸ) 広島市長メッセージの提供         ４件 

(ｹ) 広島市平和記念資料館常設展示料金免除  ３５件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 広報・宣伝事業 
 

⑴ 機関紙「ひろしま観光コンベンション」の発行 

コンベンションの開催やポストコンベンション情報、観光情報、ビューローの活

動状況等を掲載した機関紙「ひろしま観光コンベンション」を発行し、ＭＩＣＥ主催

者や観光事業者等へ情報提供を行った。 

・発行回数 ４回 

・発行部数 延べ約３０，０００部 

 

⑵ ホームページの運用及びコンベンションカレンダーの更新 

 ＭＩＣＥ施設の情報やＭＩＣＥの開催情報等を広く提供した。 

・アドレス     https://www.hiroshimacvb.jp/ 

・訪問者数    １４４，０５５人 

・ページビュー数 ２７３，５６８ページビュー 

・カレンダー更新 ３か月ごと 

 

４ 調査・企画事業 
 

⑴ 経済波及効果調査の実施 

コンベンション主催者及び参加者への支出に関するアンケート調査に基づいて、

コンベンション開催に伴う経済波及効果を算出した。 

広島駅の歓迎用看板 伝統芸能等の提供 
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（令和７年度経済波及効果額） 

総支出額 経済波及効果額 経済波及倍率 

１８４億１，７４０万円 ２８８億４，６１３万円 １．５７倍 

 
算定は、参加者１人当たりの支出額（主催者の支出額を含む。過去５か年平均） 
７万９，７２９円及び広島市産業連関表により算定した、その経済波及効果額 
１２万４，８７５円のそれぞれの額に、令和７年度コンベンション延べ参加者数 
２３万１千人を乗じた額としている。 

 

 

⑵ 観光・コンベンションセミナーの開催 

広島商工会議所との共催により、コンベンション・観光関連団体、企業を対象と

したセミナーを開催した。 

・開 催 日 令和８年２月１０日（火） 

・場 所 ヒルトン広島（広島市中区） 

・主 催 広島観光コンベンションビューロー、広島商工会議所 

・テ ー マ 「ブランドを輝かせるマーケティング経営」 

・講  師 アヲハタ株式会社取締役 藤原 かおり 氏 

・参加者数 １７５人 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
観光・コンベンションセミナーの様子 講師 藤原 かおり 氏 
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Ⅱ 観光振興事業（公益目的事業２） 
 

１ 観光客の受入態勢整備事業 
 

⑴ 食の多様化に対応できる飲食店の増強 

観光客の食に対する満足度向上を図るため、飲食店におけるベジタリアンやハラ

ールなど食の多様化への対応の推進に取り組んだ。 

 

ア セミナー及び試食会の開催 

・開催期間 令和８年２月１３日（金） 

・場 所 miobyDoTS（広島市南区） 

・講 師 ＮＰＯ法人ベジプロジェクトジャパン 代表理事 川野 陽子 氏 

    ・テ ー マ 「ベジタリアン・ヴィーガン最前線セミナー －世界の観光客が楽 

しめる「広島の食」へ－」の開催 

・参加者数 ５８人 

 

イ 飲食店向け展示商談会への出展 

(ｱ) 「アクト中食 FOOD＆BEVERAGE２０２５」への出展 

（第１回） 

・開 催 日 令和７年４月９日（水） 

・場   所 広島市中小企業会館（広島市西区） 

・展示内容 ベジタリアン対応食材の展示・資料配布、試食の実施など 

・来場者数 １，１４３人 

（第２回） 

・開催期間 令和７年９月９日（火）～１０日（水） 

・場  所 広島県立広島産業会館（広島市南区） 

・展示内容 ベジタリアン対応食材の展示・資料配布、試食の実施など 

・来場者数 １，５５５人 

 

(ｲ) 「オタフクソース お好み焼提案会」への出展 

・開催期間 令和７年６月１７日（火）～１８日（水） 

・場  所 広島市中小企業会館（広島市西区） 

・展示内容 ベジタリアン対応食材の展示・資料配布、試食の実施など 

・来場者数 ２，２２６人 

 

ウ ベジタリアン及びムスリム対応可能な飲食店のデジタルマップの利用促進 

「ようこそ広島へ！観光ガイドマップ」にＱＲコードを掲載するなど、デジタル

マップのＰＲを行った。 

・閲覧数 約７２，０００回  

また、中国運輸局と共同で、訪日外国人向けフリーペーパー 

「Enjoy Hiroshima ＆ Miyajima」に広告を掲載し、来訪目的や 

滞在日数等のアンケート調査等を実施した。 
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⑵ オール広島観光コミュニティの開催 

観光事業者の各種事業の取組を強化するため、ニーズに合った人的交流と知識を

深める場を提供し、新たなビジネスの創造を支援した。 

・登録者数  ４２５人 

ア みんなでもりあげる会の実施 

観光商品の開発における知識の涵養を図るためのセミナー及び情報交換会を 

開催した。 

・開催回数 ２回 

・参加者数 延べ１８４人（オール広島観光コミュニティ登録者以外の参加者を含む。） 

 

イ もっと広島を知る会の実施 

観光施設や広島の歴史等の知識を深めるための現地見学会やセミナーを開催 

     した。 

・開催回数 ２１回 

・参加者数 延べ２７５人（オール広島観光コミュニティ登録者以外の参加者を含む。） 

 

２ 観光資源整備・開発事業 
 

⑴ 広島市観光振興ネットワーク会議の開催 

広島市及び周辺地域の観光振興に関して情報共有や情報交換を行い、観光関係者

の連携を図った。 

（第１回） 

・開 催 日 令和７年７月８日（火） 

・場  所 広島商工会議所（広島市中区） 

・出席者数 １８名 

    ・内  容 構成団体からの事業説明等 

（第２回） 

・開 催 日 令和８年２月２６日（木） 

・場  所 「アーバンサイクルパークス広島」（広島市南区） 

・出席者数 ２８名（委員以外の参加者を含む。） 

    ・内  容 新規施設の見学 

 

⑵ 広島湾ナイトクルージングの実施 

広島湾一帯を新たな観光ゾーンとして定着させるため、「広島湾ナイトクルー

ジング」を実施した。 

・実施期間 令和７年７月１９日（土）～９月３０日（火） 

・航 路 数 ６航路 

・乗船者数 ８，０１６人 

 

⑶ 観光プロダクトの開発 

観光客の満足度の向上や滞在時間の延長等を図るため、観光事業者による持続性

のある観光プロダクトの開発や自走化の支援を行った。 
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ア 新たな創造の支援 

新たに観光プロダクトの開発を検討する起業者の掘り起こしを行うとともに、

新規の観光プロダクトの展開を支援した。 

 

(ｱ) 新たな観光プロダクト開発に対する主な支援 

  ・アクアネット乗船体験プラン（ひろしま世界遺産航路・宮島口宮島航路・宮 

島参拝遊覧船）実施内容への提言 

  ・呉市観光コンテンツ創出事業補助金及び呉市誘客イベント支援事業補助金選 

定委員会での助言 

  ・酒都西条醸す旅プレミアムモニターツアー実施内容への提言  ほか 

 

(ｲ) 実践の場の提供 

「観光プロダクトマッチングフェア２０２５」を開催した。 

・開 催 日 令和７年６月２４日（火） 

・場  所 ＪＭＳアステールプラザ 市民ギャラリー（広島市中区） 

・出展者数 ２０事業者 

（ひろしま神楽定期公演２０２５、宮浜温泉地域管理組合、ＲＳ

宮島クルージング、Koto Workshop、エディオンピースウイング

広島、人形の藤娘、合名会社梅田酒造場、着物レンタル＆セルフ

写真館 もみじ広島、幸織 Shiori、㈱カープタクシー、EARTH 

Hiroshima、（一社）My Japan、（一社）ディスカバー東広島／

（公社）東広島市観光協会、広島城 射楽、Attractive JAPAN、

風プロジェクト「神楽乃風」「折鶴乃風」、広島城三の丸、ユー

ハイム似島歓迎交流センター、広島市国民宿舎湯来ロッジ、（公

財）広島観光コンベンションビューロー） 

・来場者数 １２０人（旅行会社、通訳ガイド、交通事業者等） 

 

イ 観光事業者の商品情報の発信 

各観光事業者の商品の認知度を高めるため、「旅マエ」や「旅ナカ」における 

情報発信を行った。 

 

(ｱ) ツーリズム EXPOジャパン２０２５愛知・中部北陸への出展 

世界最大級の観光博「ツーリズム EXPOジャパン２０２５愛知・中部北陸」

にブース出展し、国内旅行会社との商談を行うとともに、一般入場者に対し観

光プロダクトや広島の観光資源のＰＲを行った。 

・開催期間 令和７年９月２５日（木） 

～２８日（日） 

・場 所 Aichi Sky Expo（愛知県） 

・商談件数 １８件（国内旅行会社） 

・来場者数 １２７，６７７人 

 

 

 

 

 

ツーリズムEXPOジャパン２０２５の会場の様子 
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(ｲ) ＪＮＴＯを通じた海外への情報発信 

ＪＮＴＯの現地事務所から当地の旅行会社などに７件の情報発信を行った。 

     ・ユネスコの無形文化遺産「伝統的酒造り」 ～有名銘柄が集まる広島 西条の

「酒蔵通り」（台湾） 

     ・ひろしま神楽定期公演２０２５（オーストラリア、スペイン、カナダ） 

     ・とうかさん大祭／ゆかたできん祭（メキシコ、スペイン） 

     ・広島の夏の夜を満喫しよう！広島湾で楽しめる、おすすめイベント（インド

ネシア、香港） 

     ・広島の夜を楽しもう！秋～冬のナイトイベント（広州、シンガポール、カナ

ダ、シドニー、インドネシア） 

     ・宮島の寺社で「御朱印巡り」（マレーシア、広州） 

     ・広島から瀬戸内海の船旅（香港） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) ＪＮＴＯローマ事務所オンラインセミナーでのＰＲ 

イタリアの訪日旅行取扱旅行会社に向けたセミナーに参加し、広島のプレゼ

ンテーションを行った。 

・開催日時 令和７年１２月１６日（火） 

・参 加 者 ６団体（国内ビューローや自治体、宿泊施設、観光事業者等） 

・来場社数 １３社（イタリアの旅行会社） 

 

３ 観光宣伝・誘致活動推進事業 

 

⑴ 観光客誘致プロモーション活動 

 

ア 国内観光客への宣伝・誘致活動  

事業名 時期 場所 

ツーリズム EXPO ジャパン２０２５愛知・中部北陸への出展 

（来場者数１２７，６７７人） 

令和７年 

 ９月２５日（木） 

～２８日（日） 

愛知県 

宮島・広島・岩国・呉・廿日市共催首都圏観光宣伝隊への参加 

（訪問件数３１件） 

１２月 ９日（火） 

～１１日（木） 
東京都 

香港事務所のニュースレター 

（広島の夏の夜を満喫しよう！広島湾で楽しめる、

おすすめイベントのご紹介） 

 

メキシコ事務所のInstagram 

（とうかさん大祭／ゆかたできん祭） 
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イ 外国人観光客への宣伝・誘致活動 

各種商談会、フォーラム等に参加し、訪日旅行取扱旅行会社を中心にプロモー

ション活動を行った。 

事業名 時期 場所 

ＪＮＴＯインバウンド旅行振興フォーラムへの参加 

令和７年 

９月 ３日（水） 

～ ５日（金） 
東京都 

VISIT JAPAN トラベル&ＭＩＣＥマート２０２５への出展 

（商談件数３０件） 

９月２５日（木） 

～２７日（土） 
愛知県 

中国地方インバウンドフォーラムへの参加（商談件数５件） 

 

１０月 ２日（木） 

 
島根県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ＪＮＴＯの会員サービスを活用し、１５の海外事務所※へ観光ガイド

マップ等を送付し、現地の旅行会社や一般消費者へ広島のＰＲを行った。 

    ※ 香港、バンコク、ローマ、マドリード、フランクフルト、パリ、シンガポー 

ル、ロサンゼルス、ロンドン、マニラ、ドバイ、ストックホルム、デリー、 

シドニー、ソウル 

 

ウ ＳＮＳによる情報発信 

ＳＮＳを活用し、国内外へ最新情報を始めとする様々な情報を発信することにより、

広島への観光客誘致を推進した。 

・種 類 X、Facebook、Instagram、YouTube 

・総フォロワー数 １４，２５０人 

 

⑵ 地域観光の推進 

 

ア 「令和７年度湯来温泉ホタルまつり」 

・開催期間 令和７年６月２１日（土）～２９日（日） 

・場 所 湯来交流体験センターほか（広島市佐伯区） 

・実施主体 湯来温泉観光商工同業組合 

※ 「湯の山温泉さくらまつり」については、実施主体の判断により未開催 

 

宮島・広島・岩国・呉・廿日市共催 
首都圏観光宣伝隊 

VISIT JAPAN トラベル＆ＭＩＣＥマート２０２５ 



20 

 

⑶ 観光宣伝物作成 

来広観光客の滞在時間の延長を図るため、着地型パンフレット「ようこそ！広島へ観光ガ

イドマップ」の作成と、広島への観光客を誘致するため、発地型パンフレット「きんさい 

ひろしま」の作成を行った。 

また、観光客の利便性を向上させるため、パンフレットデータをスマートフォン等で閲覧で

きるようデジタル化を図った。 

・ようこそ！広島へ観光ガイドマップ 

作成言語 日本語、英語、中国語(繁体字)、中国語(簡体字)、フランス語、スペイン

語、ドイツ語、イタリア語 

作成部数 ２９０，３００部 

・きんさい ひろしま 

作成言語 日本語、英語 

作成部数 ４，０００部 

 

⑷ 親善交流 

広島市と相互交流のある都市を訪れ、行政・観光協会等関係機関への表敬訪問のほ

か、現地主要イベントへの参加及びメディアへの出演等を通じ観光ＰＲを実施すると

ともに、親善訪問団の受入れを実施することにより、都市間の親善を深めた。 

 

ア 親善訪問 

名称 時期 

第４３回 北広島市親善訪問 令和７年９月１１日（木）～１４日（日） 

第４２回 沖縄親善訪問 ９月１２日（金）～１５日（月） 

第 ２回 東温市親善訪問 令和８年１月１８日（日）～１９日（月） 

イ 親善訪問団受入 

名称 時期 

広島東洋カープ沖縄協力会 令和７年４月１１日（金） 

北広島市子ども大使 ８月 ５日（火）～ ６日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

沖縄親善訪問の様子 北広島市子ども大使受入の様子 
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⑸ 広島観光親善大使による観光宣伝活動 

広島市の代表にふさわしい意欲あふれる観光親善大使による、観光関連事業にお 

ける観光ＰＲや、ＳＮＳ等による情報発信を行い、広島への観光客誘致を推進した。 

【派遣件数】 ３７件 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 観光施設管理運営等事業 

 

⑴ 観光案内所の運営 

 

ア 広島市観光案内所（紙屋町シャレオ(地下街)）の運営 

広島市及びその周辺地域を訪れる観光客の利便性の向上を図るため、広島市観

光案内所（紙屋町シャレオ(地下街)）※を運営した。 

・運営時間 １１：００～１７：００（年中無休） 

・案内件数 ２２，５３５件（うち外国人対応７，７９５件） 

※広島市観光案内所（紙屋町シャレオ(地下街)）は、ＪＮＴＯから、広域案内かつ常時英語対応

可を要件とする「外国人観光案内所」カテゴリー２として認定されている。 

 

イ 広島市観光案内所の総合的な運営支援 

広島市観光案内所（５か所※）の機能向上と連携促進を図るため、運営支援を

行った。 
※広島市観光案内所：広島駅総合案内所、広島バスセンター総合案内所、広島港総合案内所、 

平和記念公園レストハウス観光案内所、紙屋町シャレオ観光案内所  
 
ウ 広島広域都市圏内の観光案内所等の連携強化 

１９市町の観光案内所等の連携を図り、観光情報を共有することにより、観光

客の利便性の向上や相互送客を図るなど、広域都市圏内での周遊促進に取り組ん

だ。 

 

 

 

 

 

 

⑵ 来広観光客等動向調査 

来広観光客の質的構成や動態をアンケート等により調査するとともに、広島市の

観光情報に係る観光概況データを収集した。 

【連携市町】 

広島市、呉市、竹原市、東広島市、廿日市市、江田島市、安芸太田町、北広島町、 

大崎上島町、世羅町、三次市、岩国市、柳井市、周防大島町、浜田市、美郷町、邑南町、 

川本町、安芸高田市（１９市町２７観光案内所等） 

 

新旧親善大使交代式の様子 ２０２５ゆかたできん祭の様子 広島観光親善大使インスタグラム 
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ア 来広観光客アンケート調査 

・調査回数 ４回 

・調査内容 構成、消費額、動向等 

・回答人数 ９６９人 
 

イ 入込観光客調査 

・調査回数 １回  

・調査内容 宿泊、観光施設及び交通機関等の利用者数 

・回答件数 １０９件 

 

⑶ ひろしまライトアップ事業の運営その他 

「広島祭委員会」、「ひろしまライトアップ事業実行委員会」の事務局分室を設

置し、次の事業を開催することによりにぎわいを創出させ観光客誘致を推進した。 

名  称 主  催 開催期間等 備  考 

２０２５ 

ひろしまフラワー 

フェスティバル 

ひろしまフラワー 

フェスティバル実行委員会 

令和７年 

５月３日（土・祝） 

～５日（月・祝） 

来場者数： 

約１７０万７千人 

大文字まつり 

広島祭委員会 

高松神社大文字保存会 

中国新聞社 

５月２４日（土） 

～２５日（日） 
 

七夕まつり 

広島祭委員会 

広島市商店街連合会 

中国新聞社 

７月 １日（火） 

～１０日（木） 
６商店街で実施 

２０２５ 

広島みなと 夢  

花火大会 

広島祭委員会 

広島港まつり委員会 

広島観光コンベンション 

ビューロー 

中国新聞社 

  ７月２６日（土） 

打上時間：６０分 

打上発数：１万発 

観客数：約４５万人 

ピースメッセージ 

とうろう流し 

広島祭委員会 

広島市商店街連合会 

中国新聞社 

   ８月 ６日（水） 
とうろう： 

約５，５００基 

広島城大菊花展 

広島祭委員会 

広島菊友会 

広島市 

中国新聞社 

１０月２５日（土） 

～１１月 ９日（日） 

来場者数： 

約９万２千人 

ひろしま 

ドリミネーション 

２０２５ 

ひろしまライトアップ事業

実行委員会 

１１月１７日（月） 

～令和８年 

   １月 ３日（土） 

来場者数： 

約６６万９千人 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０２５ひろしまフラワーフェスティバル 広島城大菊花展 
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⑷ ホームページの運営 

広島県と広島市が共同運営するひろしま公式観光サイト「Dive！ Hiroshima」 

において、国内外へ最新情報を発信し広島への観光客誘致を推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

・訪問者数：約５１３万人   ・ページビュー数：約８７７万ページビュー 

 

⑸ フィルム・コミッション事業の運営 

広島での映画、テレビドラマ等のロケ撮影の誘致・支援を行い、広島発の映像情

報の発信などにより、広島のイメージアップを図るとともに、広島への観光客誘致

を推進した。 

 

ア ロケ撮影の誘致 

映画監督、プロデューサー等の映像制作者が一堂に集う、国内外のトレード 

ショーや映画祭を誘致の機会と捉え、映像制作者のアポイントを取って個別に 

ロケ撮影誘致活動を行った。 

名称 期間 場所 撮影誘致面談者数 

ＪＦＣ全国ロケ地フェア 

令和７年 ８月 ７日（木） 

東京都 
４２人 

令和８年 １月２１日（水） ４７人 

ベネチア国際映画祭 
令和７年 ８月２８日（木） 

～９月 １日（月） 

ベネチア 

（イタリア） 
４８人 

釜山国際映画祭２０２５・ 

ＡＣＦＭ２０２５ 

９月２０日（土） 

～２３日（火・祝） 

釜山 

（韓国） 
１０６人 

東京国際映画祭・ 

ＴＩＦＦＣＯＭ２０２５ 

１０月２９日（水） 

～１０月３１日（金） 
東京都 ４５人 

広島国際映画祭２０２５ 
１１月２８日（金） 

～３０日（日） 
広島市 ２６人 

 

ひろしま公式観光サイト「Dive！ Hiroshima」の概要 

・運営主体 広島県（広島県観光連盟）・広島市 

・対応言語 日本語／英語／フランス語／ドイツ語／中国語(繁体字、簡体字)／韓国語／

タイ語 

・情報掲載エリア 広島県全市町、山口県・島根県の一部(広島広域都市圏)、愛媛県の一部 

（広島県観光連盟会員） 

２０２５広島みなと 夢 花火大会 ひろしまドリミネーション２０２５ 



24 

 

【実績】誘致件数 ７件 

（内訳：映画２件、ドキュメンタリー映画２件、テレビ番組１件、その他２件) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ロケ撮影の支援 

ロケ地情報の提供、施設の使用調整・許可申請手続、ボランティア・エキス

トラの募集、ロケハン同行・ロケ撮影立会等を行い、ロケ撮影を支援した。 

区分 支援件数 

映画 ２５件  

テレビ（ドラマ・旅番組・情報番組等）・配信系 １１４件  

ＷＥＢ ４１件  

その他（プロモーションビデオ、雑誌、ＴＶＣＭ等） ９９件  

計 ２７９件  

※主な支援作品 
・映画「沖晴くんの涙を殺して」（矢崎仁司監督） 
・ＴＶドラマ「俺たちの箱根駅伝」(日本テレビ２０２６年秋放送予定) 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ロケ撮影支援作品を活用したプロモーション活動・ロケ撮影環境の整備 

広く国内外に対し、ロケ地マップや支援映画のメールマガジン等による情報発

信等のプロモーション活動を行い、国内外からの観光客誘致を図るとともに、フィ

ルム・コミッション事業に対する理解・協力の促進や関係者との連携を図り、ロ

ケ撮影のしやすい環境づくりを行った。 

 

 

 

「広島国際映画祭２０２５」の様子 

映画「沖晴くんの涙を殺して」ロケ撮影風景 ＴＶドラマ「俺たちの箱根駅伝」ロケ撮影風景 



25 

 

(ｱ) 映画「シケモクとクズと花火と」のＰＲ 

・広島国際映画祭での上映及び山岸謙太郎監督招聘  

・パネル展実施(佐伯区役所１階ロビー) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 「広島国際映画祭２０２５」でのＰＲ 

・広島に関連する７作品の上映及びゲストトークショーを開催 

・広島フィルム・コミッションＰＲパネル等の展示 

 

エ 映像コンテンツ販売促進の支援  

広島を題材に撮影された映像コンテンツの販売促進を支援した。 

名称 期間 場所 

ＴＩＦＦＣＯＭ２０２５ 
令和７年 １０月２９日（水） 

～３１日（金） 
東京都 

 

オ フィルム・コミッション間の連携 

国際フィルムコミッショナーズ協会（ＡＦＣＩ）、アジア・フィルムコミッショ

ン・ネットワーク(ＡＦＣNet)、ジャパン・フィルムコミッション(ＪＦＣ)、フィル

ム・コミッション中国ブロック会議に参加することなどにより、意見交換や情報

収集に努めた。 

また、他都市のフィルム・コミッション、自治体と連携しロケ撮影誘致やロケ撮影

支援等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広島国際映画祭２０２５」 山岸監督招聘（右） パネル展の様子 

ＪＦＣ中国ブロック研修会／ 

中国ブロック会議の様子 

ＡＣＦＭ２０２５（釜山国際映画祭の併設マーケット）

にて他のＦＣと連携した誘致活動の様子 
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⑹ 観光宣伝物作成 

来広観光客の滞在時間の延長を図るため、街角観光案内所「トラベルパル」及び

「トラベルパル・インターナショナル」（広島市が設置）用として、着地型パンフ

レット「ようこそ！広島へ観光ガイドマップ」を作成した。 

・日本語版          ６０，３００部 

・英語等の外国語版（８表記） ８５，０００部 

 

【収益事業等】 
 

Ⅰ その他事業 
 
１ 賛助会員向け事業 

    
⑴ 会報の発行 

当ビューローの活動状況等を掲載した会報「Monthly News」を発行し、賛助会員等

へ情報提供を行った。（年１２回発行 延べ約５，０００部） 
    

⑵ 優良従業員表彰及び賛助会員交流会 

賛助会員の企業・団体に勤務する優秀な従業員を表彰し、観光振興事業及びコン

ベンション振興事業の健全な発展及び観光客への接遇向上を図った。 

また、賛助会員同士の交流を深めるため、賛助会員交流会を開催した。 

    

ア 優良従業員表彰式 

・開 催 日 令和８年２月１０日（火） 

・場 所 ヒルトン広島（広島市中区） 

・受賞者数 ３５人（１３企業・団体） 

 

イ 賛助会員交流会 

・開 催 日 令和８年２月１０日（火） 

・場 所 ヒルトン広島（広島市中区） 

・参加者数 ８０人 

 

２ 職員の研修事業 

実務担当職員を対象とした研修会等に職員を参加させ、ＭＩＣＥ誘致や開催ノウハウ

を習得させた。 

また、職員のキャリア形成を支援する研修を実施した。 

 

⑴ ＪＮＴＯ等主催研修 

ア ＪＮＴＯ２０２５年度ＭＩＣＥセミナー＜Advanced編＞ 

・開 催 日 令和７年９月１日(月)、２日（火） 

・場  所 日比谷三井カンファレンス（東京都） 

・参加人数 １人 

 

イ ２０２５年度下期 ＪＣＣＢ人材育成研修会 
・開 催 日 令和７年１２月３日(水) 
・場  所 TAKANAWA GATEWAY Convention Center（東京都） 
・参加人数 １人 

優良従業員表彰式の様子 
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⑵ キャリア形成支援研修 
・開催期間 令和８年２月１８日（水）～１９日（木） 

・場 所 広島観光コンベンションビューロー（広島市中区） 
・講 師 九州情報大学 経営情報学部 学部長・教授 井上 善海 氏 
・テ ー マ ・リーダーシップとマネジメント能力向上及びロジカルシンキング 

力向上 
・業務効率を高め、職場に活力をもたらすコミュニケーション力向上 

・参加人数 ２３人 
 

３ 観光資源の維持管理 
観光ライトアップ設備（１５か所）、観光サイン（６１１基）及び「灯和の径」

（５７灯）等の維持管理を行った。 

 
【法人会計】 

 
Ⅰ 管理事業 
 
１ 基本研修事業 

広島商工会議所が主催する新規採用職員及び中堅職員に向けた研修を、対象職員に
受講させた。 

 

⑴ 新規採用職員 

ア 新入社員基礎講座 

・開 催 日 令和７年４月２日（水）～３日（木） 

・場  所 広島商工会議所（広島市中区） 

・参加人数 ４人 

イ 新入社員フォローアップ講座 

・開 催 日 令和７年９月１６日（火） 

・場  所 広島商工会議所（広島市中区） 

・参加人数 ３人 

ウ ソリューション（提案型）営業スキル養成講座 

・開 催 日 令和７年１０月１６日（木） 

・場  所 広島商工会議所（広島市中区） 

・参加人数 １人 

 

⑵ 中堅職員 

ア 部下を育て活かす対話型マネジメント講座 

・開 催 日 令和７年７月１日（火） 

・場  所 広島商工会議所（広島市中区） 

・参加人数 １人 

イ 中堅社員に求められる役割と戦略的コミュニケーション講座 

・開 催 日 令和７年９月４日（木） 

・場  所 広島商工会議所（広島市中区） 

・参加人数 ２人 
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（参考） 

無償使用貸借資産 

事業を実施するに当たり、広島市から無償使用貸借している資産は次のとおりである。

（令和８年３月３１日現在） 

名  称 所 在 地 区分 現 在 高 

広島商工会議所 中区基町５番地２ 建物 事務室等 ５８０．１７２㎡ 

 

 

６ 事業報告の附属明細書 

  記載すべき事項はない。 

 



































 

 

 

 

 

 

（写） 



 

 

 

（写） 



【役員等の状況に関する追加資料】 

 

公益法人の運営体制の充実をはかるための取組 

 

１ 外部理事・外部監事の選任に向けた取組 
公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律 （以下「認定法」という。）第五条及び同

法施行令第四条の定めにより適正に選任した。 
 
２ 外部理事及び外部監事並びに評議員の役割を全うするための取組 

当財団の活動内容等を定期的に電子メールにより情報提供した。 
・ 機関紙「ひろしま観光コンベンション」 
・ コンベンションカレンダー（ＭＩＣＥ施設の情報やＭＩＣＥ開催情報等を掲載） 
・ 会報「Monthly News」 

 
【参考】 
１ 認定法第五条 

（公益認定の基準） 

第五条 行政庁は、前条の認定（以下「公益認定」という。）の申請をした一般社団法人又は一般財団法人が次に掲

げる基準に適合すると認めるときは、当該法人について公益認定をするものとする。 

一 ～ 九 （省略） 

十 各理事について、当該理事及び当該理事と特別利害関係（一方の者が他方の者の配偶者又は三親等以内の親族で

ある関係その他特別な利害関係として政令で定めるものをいう。第十二号において同じ。）にある理事の合計数が

理事の総数の三分の一を超えないものであること。監事についても、同様とする。 

十一 他の同一の団体（公益法人又はこれに準ずるものとして政令で定めるものを除く。）の理事又は使用人である

者その他これに準ずる相互に密接な関係にあるものとして政令で定める者である理事の合計数が理事の総数の三分

の一を超えないものであること。監事についても、同様とする。 

十二 各理事について、監事（監事が二人以上ある場合にあっては、各監事）と特別利害関係を有しないものである

こと。 

十三 ～ 十四 （省略） 

十五 理事のうち一人以上が、当該法人又はその子法人（一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成十八年

法律第四十八号。以下「一般社団・財団法人法」という。）第二条第四号に規定する子法人をいう。以下この号及

び次号において同じ。）の業務執行理事（一般社団・財団法人法第百十五条第一項（一般社団・財団法人法第百九

十八条において準用する場合を含む。）に規定する業務執行理事をいう。以下この号において同じ。）又は使用人で

なく、かつ、その就任の前十年間当該法人又はその子法人の業務執行理事又は使用人であったことがない者その他

これに準ずるものとして内閣府令で定める者であること。ただし、毎事業年度における当該法人の収益の額、費用

及び損失の額その他の政令で定める勘定の額がいずれも政令で定める基準に達しない場合は、この限りでない。 

十六 監事（監事が二人以上ある場合にあっては、監事のうち一人以上）が、その就任の前十年間当該法人又はその

子法人の理事又は使用人であったことがない者その他これに準ずるものとして内閣府令で定める者であること。 

 

２ 認定法施行令第四条 

（特別な利害関係） 

第四条 法第五条第十号の政令で定める特別な利害関係は、一方の者と他方の者との間において、当該他方の者が次

に掲げる者に該当する関係とする。 

一 当該一方の者と婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者 

二 当該一方の者の使用人 

三 前二号に掲げる者以外の者であって、当該一方の者から受ける金銭その他の財産によって生計を維持しているも

の 

四 前二号に掲げる者の配偶者 

五 第一号から第三号までに掲げる者の三親等内の親族であって、これらの者と生計を一にするもの 

（他の同一の団体において相互に密接な関係にある者） 

第五条 法第五条第十一号の政令で定める相互に密接な関係にある者は、次に掲げる者とする。 

一 当該他の同一の団体の理事以外の役員（法人でない団体で代表者又は管理人の定めのあるものにあっては、その

代表者又は管理人）又は業務を執行する社員である者 

二 次に掲げる団体においてその職員（国会議員及び地方公共団体の議会の議員を除く。）である者 

イ 国の機関 

ロ 地方公共団体 

ハ 独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第二条第一項に規定する独立行政法人 

ニ 国立大学法人法（平成十五年法律第百十二号）第二条第一項に規定する国立大学法人又は同条第三項に規定する

大学共同利用機関法人 

ホ 地方独立行政法人法（平成十五年法律第百十八号）第二条第一項に規定する地方独立行政法人 

ヘ 特殊法人（特別の法律により特別の設立行為をもって設立された法人であって、総務省設置法（平成十一年法律

第九十一号）第四条第一項第八号の規定の適用を受けるものをいう。第九条第一号において同じ。）又は認可法人

（特別の法律により設立され、かつ、その設立に関し行政官庁の認可を要する法人をいう。） 


